
National Institute of Informatics

文献情報検索ツールの現在
～ CiNiiを例として～

平成２０年度学術情報リテラシー教育担当者研修

国立情報学研究所
服部綾乃 (大阪会場)／ 阪口幸治 (東京会場)

ciniiadm@nii.ac.jp



National Institute of Informatics

1

内容

本日の目的

CiNiiの概況
CiNiiのユーザとは
リテラシー教育に望むこと

おわりに
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本日の目的

目的その１ CiNiiそのものを知る
何者なのか，どう料理できるのか，

目的その２ CiNiiのユーザを知る
統計，アンケート，ブログ，etc.

目的その３ CiNiiをユーザにどう広報する
か考える
各大学の状況に合わせ、どう広報するのが効果的か，
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CiNiiの概況 （全体像）

日本の学術情報基盤となる論文情報サービス

NII-ELS+
CJP(引用文献 )+
NDL雑索+IR=
約1,189万論文※

書誌DB

NII-ELS(学協会
誌・紀要)
約317万論文※

本文DB

電子化

発信学協会・大学
研究者、学生
の研究、教育
基盤

（電子図書館） （論文情報ナビゲータ）

※10/6時点



National Institute of Informatics

4

CiNiiの概況（契約機関数，個人ユーザ数の推移）

平成２０年８月末現在の登録状況
定額制契約機関数 ７８５機関
個人ID発行数 １０，７２０名 ※サイトライセンス個人ID含む
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CiNiiの概況 （契約機関，個人ユーザの内訳）

個人（ 10,720名）機関（785機関）

平成20年8月末現在

機関の内訳
７割以上が国内の大学等。半数以上が私立大学。

個人の内訳
サイトライセンス個人ID：各大学の研究者等。
個人ID：定額制未導入の大学，自治体，企業等の研究者等。
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CiNiiの概況 （利用傾向）

検索回数 本文ダウンロード回数
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2006年12月～翌１月
画面リニューアル
抄録無料公開化

２００７年４月
Google連携開始

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度
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CiNiiの概況 （利用数増加の要因）

Google連携
H19年4月以降，一般Webユーザからの膨大なアクセス。
その大半は，Google及びGoogleScholarの検索結果から
「無意識に」CiNiiにアクセスするケース。
定額制契約機関からのアクセス数を追い越す勢い。

各大学での利用促進活動
利用教育，図書館ホームページでの案内が学内に浸透(検索
数の伸びに反映)。
全国の大学から講習会でのCiNii利用が集中
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CiNiiの概況 （本文データへのリンク状況）

学協会誌＋紀要で約３１６万論文にアクセス可
NACSIS-ELS開始以来，１１年間で蓄積。
CiNii提供の書誌情報の約３割にあたる。

※平成20年度
8月末時点
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CiNiiの概況 （本文データの提供条件）

学会単位 雑誌単位

無料 184 531
機関定額許諾 114 410
有料 37 140 平成20年8月末時点

約半数の本文データは無料提供
さらに定額契約により，本文データの約9割が個人の課金なし
で利用可能となる

雑誌単位

無料

機関定額許諾

有料
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CiNiiの概況 （定額契約分コンテンツの利用単価)

72.32%

18.45%

3.82% 2.08%
1.03% 1.31%

0.34%0.28%
0.30%
0.07%

0.01%
¥50以下

¥50-100

¥100-150

¥150-200

¥200-300

¥300-500

¥500-700

¥700-1000

¥1000-2000

¥2000-5000

¥5000以上

1論文当たりの平均単価
全機関平均 59円
大規模大学平均（契約額105万円/年） 38円
全体の70％以上が、1論文あたり50円以下で利用

※平成19年9月～平成20年8月の集計
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CiNiiの概況 （新しい機能）

機関リポジトリとの連携
機関リポジトリに収録されている、本文を持つ論文のメタデータを、CiNiiに取
り込むことで実現

機関リポジトリのビジビリティ向上、CiNiiの本文到達率向上が目的
初期データとして、約17万件のデータを投入（10/6時点）

Googleとの連携
NII-ELSの論文をGoogleクローリング対象
Google及びGoogleScholarをアクセス窓口として活用

図書館システムとの連携（定額契約機関向け）
OPAC連携
リンクリゾルバ連携

• OpenURLの発信
• OpenURLの受信
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機関リポジトリとの連携(検索結果画面)
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機関リポジトリへ
のリンク

DOIが付与されているメ
タデータにはCrossRef経
由で出版者のサイトへも
リンク
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機関リポジトリとの連携(論文詳細画面)
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機関リポジトリへ
のリンク

NII-ELSの本文も見ること
が可能(ただし、契約条件
による)
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CiNiiの概況 （Google連携）

論題、

著者名、

抄録等 クローリングCiNii
サーバ

【290万件の論文情報】

CiNiiデータ
がヒット！

【論文情報】

【本文データ】

雑誌名、著者
名からさらに
検索が広が
る

PDFファイル
で提供
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CiNiiの概況
図書館システムとの連携例 ：CiNii→OPAC→本文(現物）

CiNii 検索結果 CiNii 詳細表示

各大学のOPAC

※各大学が管理者メニューでOPACのベースURLとアイコンを設定

現物入手

OPAC(情報研）の画面例

154機関で設定済

ベースURL＋ISSN
（例）
http://example.com/search?iss
n=0123456X&display=01
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CiNiiの概況
図書館システムとの連携：CiNii→リンクリゾルバ→本文(電子、現物）

CiNii 検索結果 CiNii 詳細表示

※各大学がCiNii管理者メニューでリゾルバのベースURLとOpenURLバージョンを設定

※CiNiiからリゾルバに書誌情報をOpenURL形式で渡す。

リンクリゾルバの中間窓

本文提供ベンダへのリンク

（この例ではJ-STAGE)

本文が無い場合

(OPAC、Webcat、ILL等）
S・F・X（筑波大) の画面例

97機関で設定済

OpenURL （例）
http://URL¥?atitle=XXX&volume
=XX?issue=XX&date=XX&spage
=XX&issn=XX&title=XX
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CiNiiの概況
図書館システムとの連携：外部DB等→リゾルバ→CiNii本文データ

GoogleScholar検索結果

リンクリゾルバの中間窓

本文が無い場合

(OPAC、Webcat、ILL等）

CiNii

本文PDF

きゅうとLinQ（九大) の画面例

九大へのリンク設定必要

※各大学で導入したリゾルバのターゲット
としてCiNiiを選択

主要リンクリゾルバ
で対応済

OpenURL （例）
http://URL¥?atitle=XXX&volume
=XX?issue=XX&date=XX&spage
=XX&issn=XX&title=XX
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CiNiiの概況
（OPAC連携，OpenURL（発信）の設定は簡単）

設定方法
定額制管理者画面（お手続き画面）から入り，URL，アイコン画
像，ヒントテキスト等を設定。

最大３リンクまで設定可。
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CiNiiの概況 （今後の予定）

新CiNiiの公開(平成2１年4月公開予定)
ユーザビリティの向上を目的とした、ユーザインターフェイスの
見直し

システム連携の容易化を目的とした、APIの公開
サービスの安定提供を目的とした、システム全体の見直し

サービスの見直し
他機関，システムとの連携推進(CiNii→J-STAGE・
Journal@rchive、 PORTA→CiNii)
個人ユーザ（個人ID,サイトライセンス個人ID)の料金支払方法
をクレジットカードに一本化（平成2１年4月～）
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CiNiiのユーザとは

「固定客」は大学関係者
研究者＋学生＋院生＋大学図書館員で全体の70%
「月に数回以上利用する」という回答が全体の80%

人文科学系論文の利用の多さ
他に頼るDBが無い？

工学系論文の利用も高い
コンテンツ数の多さ？大学院生(修士)、学部学生が利用？

欲しいのは本文データ
あって嬉しいのは本文、無くて困るのも本文

無料であればなお嬉しい。

H19年度「CiNiiアンケート」調査結果
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CiNiiのユーザとは

「不意の客」増加
CiNiiのトップページを経ないユーザの増加。
一般人(非大学関係者)の利用増
無料利用（≒身銭を切らない）範囲での利用が大多数

ブログでの評判
感謝 こんなサイトあったのか・卒論でゼミで活用

お叱り 遅い・データが汚い・本文少ない

誤解 完全有料サイト・GoogleScholarで見える分が全て
【実例紹介】

こういった層にも広く支えられていることを十分認識。

H19年4月，Google公開以降のユーザ傾向
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リテラシー教育に望むもの

理想的には案内不要のCiNiiを目指したい
誰もが知ってるその名前

見れば使えるインタフェース

マニュアルもヘルプも要らないサイト

ただし，当面はリテラシー教育は必要
ユーザの過半数は大学関係者

サイトの存在そのもの、無料で使えること、Google,リンクリゾ
ルバなどでもヒットすること →前提知識があれば，世界が尚
広がる。

1度でもいいので、ユーザに実際に使ってもらうことが大事。
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おわりに

CiNiiをユーザに使ってもらうために
自大学の状況を知る(分野構成など)
自大学のユーザのニーズを知る(アンケートの実施など)
自館のサービスを把握する(リンクリゾルバの導入など)
CiNiiのサービスを知る

⇒自大学のユーザに、どのようにCiNiiの利便
性を広報するのがよいかを考える。
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